
アイデンティティの生涯発達から見た

児童期・思春期・青年期の心理臨床的問題と支援

講師：岡本祐子先生

お申込み方法

メールフォームに下記の項目を明記ください

※締切：2025年２月24日（日）

申し込み先：下記のメールフォームもしくはQRコード より

https://forms.gle/1yg5dxQtB5Nfeomf6

①メールアドレス（容量の大きい資料添付できるもの）

②氏名 ③フリガナ ④職種 申し込みQRコード

⑤居住地・勤務地

⑥臨床心理士番号（ある方のみ）

⑦このセミナーを知られたきっかけ

問い合わせ先
なら思春期・不登校支援研究所 研修担当栗本

sayurikuri@gmail.com

なら思春期・不登校支援研究所とは…

本研究所は、子どもたちを支える保護者や、教員・スクールカ
ウンセラーなどの専門職をサポートするための研修の機会を提供
します。職種や立場を超えて、みんなで学び支援の輪を広げてい
くための、拠点の一つとなれることを目指しています。

アドバイザー：
伊藤美奈子・粕谷貴志
栗本美百合・阪中順子・相馬誠一
竹下三隆・良原惠子（五十音順）

＊振込先は、お申し込みの後、メールにてお知らせいたします。

＊オンデマンド配信は致しませんのでご了承ください

＊臨床心理士資格更新ポイント申請予定

主催：なら思春期・不登校支援研究所

202５年３月2日（日） 10:00～16:00（休憩1時間）

参加費 9,000円
講師紹介
現職：広島大学名誉教授

HICP 東広島心理臨床研究室代表

Erikson理論を基盤としたライフサイクル
の心理力動的研究と心理臨床実践、成人期の
アイデンティティ研究に関するご業績で世界
を牽引しておられる。
広島大学では、長く後進の指導に当たって来
られ、論文や著書も多数。
とりわけ2024年9月には、ナカニシヤ出

版より岡本祐子著作集（全4巻）の第1巻
『中年からのアイデンティティ心理学－成人
期の危機と発達』が出版され、続く第2～4
巻の刊行が期待されている。

講義内容
IT 社会の急速な進展，社会の複雑化，人生

100年時代が到来した今日，子どもや青年の
「自己感覚」や他者との関係性の希薄化，じっ
くりと自分に向き合えない青年の増加が，心理
臨床や教育の現場で問題になっている。自己感
覚をとらえにくい現代社会において，児童期か
ら青年期までの心の発達やアイデンティティ形
成に資する心理臨床的支援のあり方について，
とらえ直してみたい。
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